
６月15日、東京国際フォーラムでサラリーマン大増税阻止、格差是正など様々
な取り組みの総結集として「反転攻勢！6.15東京大結集」が開催され、全国か
ら約5000名の代表者が集まった。連合京都からは木戸会長をはじめ三役、そし
て府内13地協代表者が参加した。集会で主催者を代表して高木連合会長は、連
合の格差是正をはじめとする政策制度要求実現にむけて、来年の統一地方選、
参議院選の勝利で政権交代を現実のものにすると決意を述べた。�

連合は、厚生労働省が提出した労働規制見直しの素案に対して、
労働者の健康や生活に大きな影響を及ぼすものだと強く反対し、
労働者のための労働法実現に向け取り組みを進めている。�
連合京都では「労働契約法・労働時間法の問題点」学習会を、
ラボール京都で約50名の参加を得て開催。講師に長谷川裕子連合
総合労働局長を迎え、現在の審議会の状況や問題点、連合の考え
方など説明を受けた。長谷川局長は「地方からも反対の声を上げ、
これを緩めることなく、世論を喚起していってほしい」と力強く
訴えた。�

例年行っている連続講座を、
６月12日、７月11日、各日約60
名の参加で開催。１回目は、セ
クシュアルハラスメントを取り
上げた映画「スタンドアップ」
DVD上映。映画は、アメリカ
の女性炭鉱労働者が耐え難いセ
クハラを受け、つまずきながら
もやがて周囲の意識を変えてい
ったという実話に基づいたスト
ーリー。勇気を出して立ち向か

う主人公に多くの参加者が涙ぐ
んだ。�
２回目は、「日本の税金～若
者の視点から問題点を考える～」
と題し、立命館法科大学院三木
義一教授を講師に迎え、「自分
が負担している税金のことを意
外と知らない。なのに不満があ
る。もっと税のことを語り合っ
ていかなければならない」と講
演を受けた。�

６月22日から25日、「平和行動in沖縄」に連合京都
から９名が参加。平和祈念公園・ひめゆりの塔や、
平和オキナワ集会・ぴーすフィールドワークで米軍基地を視察し、
終了後には米軍基地の整理・縮小などを求める行動として集会と、
2004年にヘリが墜落した沖縄国際大学に向けてデモを行った。�
参加者は、戦争を知らない私達世代が、平和行動を通じて平和
の尊さについて真剣に考え、沖縄の実態を伝えるとともに、
また次の世代へとつなげていかなければならないと平和への
想いを各々が決意した。�
連合平和行動は、８月、核兵器廃絶に向けた広島・長
崎、そして９月、北方領土返還を求める根室へと続く。�


